
１　貴事業所のCO2排出状況について

(1) 貴事業所のCO2排出実績

年

（公印省略）　

(2) 貴事業所のCO2排出原単位、エネルギー消費原単位

用途：Ⅰ-01 事務所
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※１　その他ガス削減量の義務充当量及び発行済の超過削減量は反映していません。また、「基準排出量の1/2-基準排出量×削減義務率」を最大値としました。
※２　2014年度は第1計画期間ですが、参考値として第2計画期間の排出係数で再計算した排出量等を表示しています。
※３　削減義務期間（第2計画期間）内の合計値となります。
※４　削減率平均は各年度削減率の平均から算出した値です。
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■（参考）低炭素電力を利用した場合の削減量の推計について

＜貴事業所の用途について＞
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貴事業所の2018年度の電力を全て低炭素電力供給事業者から買電
した場合、本制度で算定することができる削減量を推計しました。
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※１　上位25％値は、貴事業所と同一用途における原単位の小さい順で、上位25％の事業所の原単位を示します。
※２　2014年度は第1計画期間ですが、参考値として第2計画期間の排出係数で再計算したCO2排出原単位を表示しています。
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貴事業所の用途を『事務所』とし、同一用途の事業所の状況との比
較を行っています。（用途の判断については3ページ参照）

CO2排出原単位
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事業所名称：○○ビル
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貴事業所

～自らのエネルギーの消費状況が一目でわかる～ 『東京都★省エネカルテ（2018年度実績）』
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日頃から、東京都の気候変動対策の推進に対して、格段の御理解、御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

東京都は、この度、都内大規模事業所の皆様から2019年度に提出いただいた地球温暖化対策計画書等を基に、

2018年度のCO2排出量等を集計し、『東京都★省エネカルテ』を作成しましたので、御案内いたします。

『東京都★省エネカルテ』は、区分Ⅰ（オフィスビル等と地域冷暖房施設）の事業所を、事務所、情報通信、

商業、医療などの用途に分類し、建物の延べ面積当たりのCO2排出量等の集計を行ったものに、貴事業所の値を

プロットしたものです。

また、地球温暖化対策計画書とともに提出いただいた点検表についても集計し、全体の傾向と貴事業所の取組

状況とを比較できるようにいたしました。

都内に立地する同一用途の事業所の状況と比較することにより、貴事業所における、今後の省エネ対策推進に

御活用いただきたいと思います。
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同一用途 貴事業所

東京都環境局 地球環境エネルギー部 総量削減課
「総量削減義務と排出量取引制度」相談窓口

〒163-8001 新宿区西新宿二丁目８番１号 都庁第二本庁舎２０階南
電話：０３−５３８８−３４３８ E-mail： ondanka31@kankyo.metro.tokyo.jp

■ 集計データについては、３ページ下「集計データの注意点等」を参照してください。

詳細は、「『東京都★省エネカルテ』の補足説明資料」を御覧ください。

■ （参考）低炭素電力を利用した場合の削減量の推計について（２ページ下）

本制度における「低炭素電力の選択の仕組み」については、下記URLを参照してください。

「低炭素電力・熱の選択における削減量のシミュレート」より、2020年度に低炭素電力を受け入れた場合の、電気事業者

ごとの排出係数を用いた削減量の推計を行うExcelシートがダウンロードできます。
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＜推計方法＞

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/data/karte.html

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/documents/low-carbon_supply.html

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/data/karte.html
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/documents/low-carbon_supply.html


３　CO2排出原単位、エネルギー消費原単位について ４　CO2排出原単位、エネルギー消費原単位の推移について （各年度の実績より集計）

(1) 用途別の原単位平均値及び上位25％値について （貴事業所の用途：事務所） (1) 貴事業所の原単位の推移
ア　貴事業所のCO2排出原単位の推移 （単位：kg-CO2/㎡） イ　貴事業所のエネルギー消費原単位の推移 （単位：MJ/㎡）

(2) 用途別の原単位平均値の推移
ア　用途別のCO2排出原単位平均値の推移 （単位：kg-CO2/㎡） イ　用途別のエネルギー消費原単位平均値の推移 （単位：MJ/㎡）

(2) 原単位の大きさ別事業所数について （用途：事務所）
ア　CO2排出原単位の大きさ別事業所数 イ　エネルギー消費原単位の大きさ別事業所数

(3) 用途別の原単位上位25%値の推移
ア　用途別のCO2排出原単位上位25%値の推移 （単位：kg-CO2/㎡） イ　用途別のエネルギー消費原単位上位25%値の推移 （単位：MJ/㎡）

■ 集計データの注意点等

(4) 貴事業所と同一用途の原単位平均値及び上位25%値の推移 （用途：事務所）
ア　CO2排出原単位の推移 イ　エネルギー消費原単位の推移
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『東京都★省エネカルテ（2018年度実績）』

87.5317

④集計データの見方

・集計データは、CO2排出原単位とエネルギー消費原単位の両方で集計しました。

(緑色の図表はCO2排出原単位について示し、オレンジ色の図表はエネルギー消費原

単位について示しました。)

・CO2排出量は、第2計画期間(2015～2019年度)の排出係数を用いて算定しています。

なお、第1計画期間(2010～2014年度)にあたる一部のCO2排出量は、第2計画期間の排

出係数を用いて再計算を行っています。

・CO2排出量とエネルギー消費量では、使用する燃料種(電気、都市ガス、A重油、灯

油、蒸気、温水、冷水等)の換算が異なります。また、「再生可能エネルギー」、「外部供

給」、「低炭素(高炭素)電力・熱」、「高効率コージェネレーションシステム」、「小原単位

建物」等の扱いが異なります(詳しくは、特定温室効果ガス排出量算定ガイドライン参

照)。

・貴事業所の状況を赤色で示しました(貴事業所が指定(特定)地球温暖化対策事業所

から指定相当地球温暖化対策事業所に移行した場合は、指定(特定)地球温暖化対策

事業所時の排出量等を参考として表示しました。)。

⑤集計条件

・用途別平均値及び上位25％値は、延べ面積(駐車場及び工場その他を除く。)に占め

る最大用途の割合が80％以上の事業所に限定して集計しました。

・また、外れ値として、平均値±2×標準偏差を除いて集計しました。

・基準年度のデータは、2002年度から2007年度までの実績値で基準排出量を決定し、

かつ2014年度に基準排出量の再計算を行った事業所に限定して集計しました。
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①集計

・本データは、2019年度に提出された2018年度実績値を基に、2020年8月24日時点

で集計した結果を示しました。

②用途

・区分Ⅰ(オフィスビル等と地域冷暖房施設)の事業所を、事務所(事務所(自社ビル、

テナントビルいずれも含む。)又は営業所、官公庁の庁舎等)、情報通信、放送局、商

業(百貨店、飲食店等）、宿泊、教育、医療、文化（美術館、体育館、水族館等)、物流

(倉庫、トラックターミナル)、熱供給業の10用途に分類しました。

・2019年度に提出いただいた地球温暖化対策計画書に記載された用途別床面積の

最大用途を、貴事業所の用途として示しました(一部の事業所は、産業分類や主たる

用途の記載を参考に、用途を判断)。

③原単位

・原単位は建物の延べ面積(床面積)1m2当たりの数値です。同一用途で、延べ面積

の異なる事業所間で数値等を比較する際に使用する指標です(熱供給業のみ、熱供

給先面積当たりの数値)。

・CO2排出原単位は、事業所のCO2排出量を当該事業所の延べ面積で除した値です

(kg-CO2/m
2)。

・エネルギー消費原単位は、事業所のエネルギー消費量を当該事業所の延べ面積

で除した値です(MJ/m2)。
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※ 詳細は、「『東京都★省エネカルテ』の補足説明資料」を御覧ください。https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/data/karte.html

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/data/karte.html


５　用途別、月別原単位について （2018年度実績） ■（参考）過去3か年度の気温について

(1) 2018年度の用途別、月別原単位平均値 月平均気温の観測所： 東京（千代田区北の丸公園）
ア　用途別、月別のCO2排出原単位平均値 イ　用途別、月別のエネルギー消費原単位平均値

過去3か年度の月平均気温

<2018年度>

<2017年度>

<2016年度>

■ （参考）複合用途における排出原単位の推計について
６　直近３か年度の月別原単位について（貴事業所の用途：事務所） （各年度の実績より集計）

(1) 2018年度の貴事業所月別原単位と同一用途の月別原単位平均値
ア　月別のCO2排出原単位 イ　月別のエネルギー消費原単位

<推計の条件>

<推計方法>
第1用途の推計用床面積

※1
×第1用途排出標準原単位

Σ（各用途の推計用床面積※1×各用途排出標準原単位）

(2) 貴事業所の原単位推計結果

㎡ % ㎡

(2) 2017年度の貴事業所月別原単位と同一用途の月別原単位平均値 ㎡ % ㎡

ア　月別のCO2排出原単位 イ　月別のエネルギー消費原単位 ㎡ % ㎡

㎡ % ㎡

㎡ % ㎡

㎡ % ㎡

㎡ % ㎡

㎡ % ㎡

㎡ % ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

(3) 2016年度の貴事業所月別原単位と同一用途の月別原単位平均値 (3) 原単位の大きさ別事業所数と貴事業所の状況について （用途：事務所）
ア　月別のCO2排出原単位 イ　月別のエネルギー消費原単位 ア　CO2排出原単位の大きさ別事業所数 イ　エネルギー消費原単位の大きさ別事業所数

ID:0000

- 5 - - 6 -

180

100 MJ/㎡

kg-CO2/㎡

MJ/㎡

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

第3用途

9,000

5.8

380

用途順位
(面積の多い順)

MJ/㎡

kg-CO2/㎡

第1用途、第2用途等の原単位の状況（推計値）

（参考）排出標準原単位
（第2計画期間）※3

2,223

延べ面積（駐車場及び工場その他を除く。）に占める最大用途の割合が80％未満となる事業所について推計を行います。

3,000

貴事業所は、延べ面積（駐車場及び工場その他を除く。）に占める最大用途の割合が80%未満となるため、参考と
して第１用途、第2用途等の原単位の状況を推計してお知らせします。

MJ/㎡

(1) 貴事業所の原単位の推計について

教育

用途別のエネル
ギー消費原単位

76.9

用途別の
面積割合

用途別のCO2

排出原単位

2016年度は、夏季（6月-8月）の月平均気温が平年よりもやや高く、冬季
（12月-2月）の月平均気温が平年よりも高い年であった。
夏季に日最高気
温が25℃以上となった日数は76日であり、冬季に日最低気温が0℃未満と
なった日数は8日であった。

60

医療

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

月平均気温の観測所は、貴事業所が23区内の場合は東京（千代田区北
の丸公園）、市町村部の場合は府中（府中市幸町）を記載していま
す。平年値とは、1981年～2010年の30年間の累年平均値をいいま
す。

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

MJ/㎡

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

90 67.4

kg-CO2/㎡

用途

1,389

MJ/㎡

75,000 kg-CO2/㎡

宿泊

－

MJ/㎡

MJ/㎡

2018年度は、夏季（6月-8月）の月平均気温が平年よりも高く、冬季（12
月-2月）の月平均気温が平年よりもやや高い年であった。
夏季に日最高気温
が25℃以上となった日数は82日であり、冬季に日最低気温が0℃未満と
なった日数は8日であった。

MJ/㎡

15,000

第2用途

第１用途の推計用床面積※1

貴事業所の状況

2017年度は、夏季（6月-8月）の月平均気温が平年よりもやや高く、冬季
（12月-2月）の月平均気温が平年よりもやや低い年であった。
夏季に日最
高気温が25℃以上となった日数は82日であり、冬季に日最低気温が0℃未
満となった日数は22日であった。

貴事業所の

床面積※2

－

kg-CO2/㎡

185

kg-CO2/㎡

kg-CO2/㎡

1,250

推計用床面積※1

（案分後の面積）

64.7

8,000

25 －

MJ/㎡

MJ/㎡

MJ/㎡

119.8

－

※1　各用途の推計用床面積として、工場その他の床面積を、駐車場以外の用途別床面積比で案分して配分した値を用います。
※2　「貴事業所の床面積」は、2019年度に提出された地球温暖化対策計画書に記載された用途別床面積を用います。
※3　第2計画期間より追加された用途区分の排出標準原単位は推計に使用していません。
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15,000駐車場

260

17.3

商業 160
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－ －
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情報通信
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全CO2排出量又は全ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
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同一用途（平均値） 貴事業所 月平均気温
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区分Ⅰの事業所より、2019年度に提出された点検表（2018年度実績）を集計し、点検項目ごとの取組状況を示しています。全体の傾向と貴事業所の回答状況とを比較して、今後の対策推進に御活用ください。

No.

効果

の

目安

※2

備考

※4
No.

効果

の

目安

※2

備考

※4

エネルギーの見える化 空調・換気設備（続き）

1 A 1 34 C 60

熱源・熱搬送設備 35 C 61

2 A 62

省エネ形相当品 3 63

4 37 A 64

5 38 B 65

6 66

7 67

8 68

9 69

10 70

11 71

12 40 C 72

13 41 B 73

14 42 C 74

15 43 C 75

16 44 C 76

17 45 C 77

18 46 C 78

5 C 19 照明・電気設備

6 B 20 47 A

7 C 21 48 C 82

8 C 22 83

9 A 84

10 C 24 85

11 C 25 86

12 B 26 87

13 C 27 88

14 C 28 89

15 C 29 90

16 C 30 51 C 91

17 C 31 52 C 92

18 C 32 93

19 C 33 94

空調・換気設備 95

34 96

35 給排水・給湯設備
36 97

37 98

38 99

39 100

40 56 C 101

41 57 C 102

42 58 C 103

43 59 C 104

44 105

22 B 45 106

23 C 46 107

24 C 47 昇降機設備

25 A 48 108

26 A 49 109

27 B 50 110

28 C 51 冷凍・冷蔵設備

29 A 52 111

30 A 53 112

54 113

55 114

56 115

57 116

32 C 58 117

33 C 59 ※4　点検表に複数設備の状況を回答いただいた場合は、「貴事業所の回答」に、設備容量で加重平均した結果を表記する点検項目であることを示しています。

※1 次のURLで、各点検項目の内容を確認することができます。 ※5　凡例の「全て」は95％以上、「大半」は70％以上95％未満、「半分程度」は30％以上70％未満、「一部」は5％以上30％未満、「無し」は5％未満を示しています。

※2 対策を実施した場合の事業所全体のｴﾈﾙｷﾞｰ消費量に対するおおよその削減効果の目安を示しています (事務所(個別空調20%)ﾋﾞﾙを想定)。(A:省ｴﾈ効果大(1%以上)､B:省ｴﾈ効果中(0.5%以上1%未満)､C:省ｴﾈ効果小(0.5%未満))

※3 トップレベル等認定事業所で多く取り組まれている対策(◎ほとんどの事業所で取り組まれている対策､○おおむねの事業所で取り組まれている対策)を示しています。

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/rules/cat9740.files/GL_toplevel_nintei_kubun1_201904.pdf

1

③

④

①

⑥

⑤

- 8 -

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷却塔無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷却塔無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象機器無し or空欄

①目標空気比、②基準空気比、③基準空気比以上or把握できていない、④燃焼機器

無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調用ポンプ無し or空欄 ⑤

Ⅲ 2b.1

⑤

Ⅱ 3a.9

C

⑤

◎

③

②

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調機無し or空欄

⑤

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調機無し or空欄

※4
①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調機無し or空欄

◎

C

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調機無し or空欄

③

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷却塔無し or空欄

資料番号：

大温度差送水システムの導入

Ⅱ 3a.10

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調2次ポンプ無し or空欄

- 7 -

高輝度型誘導灯・蓄光型誘導灯の導入

①10℃以上、②8℃以上10℃未満、③7℃以上8℃未満、④6℃以上7℃未満、⑤6℃未

満、⑥地域冷暖房と同一or冷温水無し or空欄

◎

○

※4
空調用2次ポンプ変
流量制御

ファン

モータ直結形ファン

永久磁石(IPM)ﾓｰﾀ

①Ⅱ 3c.10

夜間時間帯

◎

Ⅲ 1a.1

Ⅱ 3a.5

Ⅲ 1b.7

夏季居室の室
内温度の適正
化・クールビズ
の実施

A

空調運転時間の短縮 Ⅲ 1b.6

○

居室以外の室内温度の緩和 Ⅲ 1b.9

①全てに導入、②事務室に導入or客室部に導入、③共用部のみ導入、④導入無し、⑤

対象用途部分無し or空欄

高効率厨房換
気システムの導
入

置換換気方式又は給排気形フード

超高効率変圧器

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ無し or空欄

※4

26℃以上27℃未満

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象設備無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤無し

①居室及び共用部に導入、②居室のみに導入、③共用部のみに導入、④導入無し、⑤

該当室無し or空欄

Ⅲ 1c.1

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤実施無し

②○

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し

階段室

○

⑤

◎

C

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥給水ポンプ無し or空欄

①

②

①

⑤

高効率冷却塔
の導入

高効率（IE2）モータ ④ ①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷却塔無し or空欄

27℃以上28℃未満

空調用1次ポンプ変
流量制御

③

24℃以上25℃未満

◎ ①

A

○

Ⅲ 2a.1

A

推定末端圧一定ｲﾝ
ﾊﾞｰﾀ制御ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

深夜時間帯

①

①

外気処理空調機の風量モード切換制
御（強中弱等）

廊下

①

省エネファンベルトへの交換

永久磁石(IPM)モータ

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調1次ポンプ無し or空欄

24℃未満

C
○

28℃以上

Ⅱ 3b.30

ファンの間欠運転の実施

⑤Ⅱ 3a.1

④

エレベータ機械室・電気室の室内設定温度の適正化

④

高効率熱源機器の導入 『東京都★省エネカルテ』の補足説明資料参照

39

-

Ⅱ 3c.1,3,8

Ⅲ 1b.1 ○

3

⑤

Ⅱ 3a.2

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ効率（IE3）モータ

○

Ⅱ 3a.14

A

②

④

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷却塔無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷却塔無し or空欄

⑤Ⅱ 3a.15

蒸気ボイラーのエコノマイザーの導入

○

Ⅱ 3a.4

①

○
冷却水ポンプ変流量
制御

25℃以上26℃未満

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷却水ポンプ無し or空欄

Ⅱ 3a.13

⑤

④

①

散水
ポンプ

冷却塔ﾌｧﾝ等の台数制御又は発停制御

①①

高効率（IE2）モータ

4
高効率空調用ポンプ及び省エネ
制御の導入

永久磁石(IPM)モータ

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ効率（IE3）ﾓｰﾀ

高効率（IE2）モータ

Ⅱ 3a.3

※4

①○

室使用開始時の空調起動時間の適正化

Ⅲ 1b.4

⑤ﾌﾟﾚﾐｱﾑ効率（IE3）ﾓｰﾀ

冬季におけるペリメータ設定温度の適正化

空調用2次ポンプ末
端差圧制御

ビルエネルギーマネジメントシステム(BEMS)等の導入

貴事業所
の回答 大規模事業所の取組状況

Ⅰ 3.1

7　点検表からの取組状況一覧

点検項目
対策番号

※1
トップ
※3

………

②

凡 例※5

電算室の冷気と暖気が混合しない設備の導入○

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤実施無し、⑥対象室無し or空欄

⑤

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象変圧器無し or空欄

『東京都★省エネカルテ』の補足説明資料参照

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥散水ポンプ無し or空欄

⑤

⑤

①

①

点検項目
トップ
※3

④

Ⅱ 3b.7

ファンの手動調整用インバータの導入

貴事業所
の回答

①

高効率照明及び省エネ制御の導入

駐車場ファンのCO又はCO2濃度制御の導入 ①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥駐車場換気無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤実施無し

36

⑤

○

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥給水ポンプ無し or空欄

①

Ⅱ 3b.18

Ⅱ 3b.35

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調用ポンプ無し or空欄

②

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥散水ポンプ無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥散水ポンプ無し or空欄

①熱源回り及び空調機回り、②熱源回りのみ、③空調機回りのみ、④実施無し、⑤蒸

気無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調2次ポンプ無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥厨房無し or空欄Ⅱ 3b.32

Ⅲ 1b.3
Ⅲ 1b.8 A

①BEMSによるﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ+見える化、②詳細計測+機器効率管理+ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ、③用途

別+系統別把握、④用途別把握、⑤課金ﾒｰﾀ程度

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し

①50

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象変圧器無し or空欄

C

④

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥厨房無し or空欄

①

湯沸室 ①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し

凡 例※5

トップランナー変圧器2014

①

② ①実施、②実施無し、③空調用ポンプ無し or空欄

トップランナー変圧器

○ 『東京都★省エネカルテ』の補足説明資料参照

Ⅲ 1b.12

①

○

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調用ポンプ無し or空欄

⑤
①ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ及び廊下等で実施、②ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ又は廊下等で実施、③実施無し、④

該当室無し or空欄

①導入、②導入無し、③情報通信施設無し or空欄

空調機等のフィルターの清浄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤実施無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤実施無し、⑥24時間空調 or空欄

④

①月1回以上、②年6回程度、③年4回程度、④年2回程度、⑤1年以上に1回又は実施

無し

⑤

③

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤実施無し、⑥ﾍﾞﾙﾄ駆動ﾌｧﾝ無し or空欄

Ⅱ 3c.2

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤実施無し、⑥ｲﾝﾃﾘｱと区別無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象変圧器無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥給水ポンプ無し or空欄

54

①実施、②実施無し、③給湯無し or空欄

C

53
②

◎

Ⅱ 3c.9

○

②

事務室

①

③

①

①

⑤

Ⅲ 1d.8

Ⅲ 1d.7

Ⅲ 1d.6

◎ ①

⑤

②

①

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥エスカレーター無し or空欄

C ※4

①廊下及び駐車場で実施、②廊下のみで実施、③駐車場のみで実施、④実施無し

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥把握できていない or空欄

◎

Ⅱ 3e.5

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷凍・冷蔵設備無し or空欄

⑤ ①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷凍・冷蔵設備無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象機器無し or空欄

⑤

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤手動調整のみ、⑥導入無しor対象設備無し エレベーターの電力回生制御

エレベーター・
エスカレーター
の省エネ制御
の導入

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷凍・冷蔵設備無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷凍・冷蔵設備無し or空欄

※4

C

冷却器用ﾌｧﾝの台数制御

便所洗面給湯の給湯中止又は給湯期間の短縮

62

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷凍・冷蔵設備無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷凍・冷蔵設備無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥エレベーター無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し ⑥ファン無し or 空欄

Ⅱ 3f.3

①通年給湯中止、②夏季の給湯中止、③実施無し ④給湯無し or空欄

⑤

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し ⑥ファン無し or 空欄

着霜制御(ﾃﾞﾌﾛｽﾄ)

季節や用途等に応じた給湯温度設定の緩和

Ⅱ 3d.9

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冷凍設備無し or空欄

①実施、②実施無し、③対象機器無し or空欄

①実施、②実施無し、③洗浄便座無し or空欄

エレベーター機械室の温度制御の導入

①

エスカレータの自動運転方式又は微
速運転方式 ○ ④

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象設備無し or空欄

Ⅱ 3d.1

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥エレベーター無し or空欄

Ⅱ 3d.2

Ⅱ 3d.10

永久磁石(IPM)ﾓｰﾀ

照明のセキュリティー連動制御の導入

洗浄便座暖房の夏季停止 Ⅲ 1d.4

Ⅲ 1c.5
居室の昼休み及び

時間外の消灯及び

間引き点灯

Ⅱ 3c.11

大便器の節水器具の導入

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象機器無し or空欄

○

エレベーターの可変電圧可変周波数
制御方式

◎

②

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤実施無し

①廊下及び駐車場で実施、②廊下のみで実施、③駐車場のみで実施、④実施無し

昼休み消灯

居室以外の照
度条件の緩和

◎

①

④

①

①

Ⅱ 3e.1

自然冷媒ヒートポンプ給湯器の導入

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機無し or空
欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機無し or空
欄

②

Ⅱ 3b.10

高効率冷凍・冷蔵設備の導入

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥全て24時間空調 or空欄

Ⅱ 3b.14

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥EV機械室無し or空欄Ⅱ 3b.5

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調機無し or空欄

※4

①

Ⅱ 3b.21

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機無し or空
欄

①

潜熱回収給湯器の導入

61

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ無し or空欄

Ⅱ 3b.2

◎

搬入口近接ｾﾝｻｰに
よる扉の自動開閉化

Ⅱ 3e.4

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機無し or空
欄

圧縮機ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御

前室の導入

A

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥電気室無し or空欄

⑤

通年ｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率APF

冷暖房平均COP

①

Ⅱ 3b.16

①

全熱交換器の導入 Ⅱ 3b.20

ウォーミングアップ時の外気遮断制御の導入 Ⅱ 3b.4 ①
①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥対象設備無し or 大半が24時間空調

or空欄

○

○

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥冬季・中間期冷房無し or空
欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し ⑥ファン無し or 空欄

①
①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機無し or空
欄

空調の最適起動制御の導入

CO2濃度による外気量制御の導入

◎ ①

空調機の変風量システムの導入

冷凍庫壁面の高断熱化

①

①

Ⅱ 3b.12

60

圧縮機入口ｶﾞｽ管の断熱化

◎

照明のタイムスケジュール制御の導入インバータ制御系統のバルブの開度調整 Ⅲ 1a.13

永久磁石(IPM)ﾓｰﾀ

①実施、②実施無し、③対象機器無し or空欄

高効率（IE2）ﾓｰﾀ

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ効率（IE3）ﾓｰﾀ

③

② ①実施、②実施無し、③熱源機器無し or空欄

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調機無し or空欄

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ効率（IE3）ﾓｰﾀ
55 高効率給水ポンプの導入

高効率（IE2）ﾓｰﾀ

残業時間一斉消灯

熱源機器の点検・清掃

③
※4

49

Ⅲ 1a.8

Ⅲ 1a.14

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調機無し or空欄

Ⅲ 1a.5 ①実施、②実施無し、③熱源機器無し or空欄

①

① ①実施、②実施無し、③水冷冷凍機無し or空欄

②

Ⅲ 1a.3

部分負荷時の熱源運転の適正化

⑤

ﾓｰﾀ直結形ﾌｧﾝ

Ⅲ 2b.5

空調開始時の熱源起動時間の適正化

◎

熱源機器の冷温水出口温度設定値の調整

①実施、②実施無し

便所

Ⅱ 3c.5

Ⅲ 1a.6

②

照明の人感セ
ンサーによる在
室検知制御の
導入

◎

高効率変圧器
の導入

◎

蒸気弁・フランジ部の断熱 Ⅱ 3a.7 ◎

冷凍機の冷却水温度設定値の調整

部分負荷時の空調用ポンプ運転の適正化

Ⅲ 1a.15

①

熱交換器の断熱

Ⅱ 3a.18

Ⅱ 3a.16

①実施、②実施無し、③熱源機器無し or空欄

○

高効率コージェネレーションの導入

燃焼機器の空気比の管理

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥熱交換器無し or空欄

対策番号
※1 大規模事業所の取組状況

ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御機器

高効率空調機の導入 Ⅱ 3b.1

○ ①
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楕円管熱交換器

①実施、②実施無し ③インバータポンプ無し or 空調用ポンプ無し or 空欄

大温度差送風空調システムの導入

○

永久磁石(IPM)ﾓｰﾀ

31 Ⅱ 3b.3 B ※4

高効率（IE2）ﾓｰﾀ ①

① ①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し

①実施、②実施無し、③対象機器無し or空欄

◎

○

◎

◎

プラグファン
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外気冷房システムの導入

電気室の温度制御の導入 Ⅱ 3b.6

Ⅱ 3b.13

給湯設備の省
エネ運用

④

○

貯湯式電気温水器の夜間・休日の電源停止

高効率冷媒(R410A)

⑤

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ効率（IE3）ﾓｰﾀ ① ①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し ⑥ファン無し or 空欄

⑤

屋外機の散水ｼｽﾃﾑ

Ⅱ 3b.8

空調機の気化式加湿器の導入

冷温水管、蒸気管等の保温の確認 Ⅲ 1a.11 ①

熱源不要期間の熱源機器等停止

モータ直結形ファン ①

①

高効率ファンの導入

○

高効率パッケージ形空調機の導入

①全て、②大半、③半分、④一部、⑤導入無し、⑥空調機無し or空欄

ファンコイルユニットの比例制御の導入

事業所名称：○○ビル

ID:0000
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